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藤沢市家計改善支援事業業務委託 

企画提案書作成要領 

 

企画提案書は、本要領に基づき内容をわかりやすく記述してください。 

 

１ 企画提案書書式等 

（１）企画提案書の提出部数 

   原本１部、写し１０部 

（２）企画提案書の書式 

   ア Ａ４判（A３判も可としますが、２ページとしての取り扱い） 

イ 片面印刷（カラー・モノクロの別は問いません。） 

   ウ MS明朝、１２ポイント  

   エ 表紙並びに目次をつけることとします。 

   オ 総ページは、表紙並びに目次を除いて最大２０ページとします。 

   カ 各ページの下段中央部に番号をふり、長辺を２か所で綴じてくださ

い。 

 

２ 企画提案書の記載及び提案内容 

  企画提案書は、藤沢市家計改善支援事業業務委託仕様書の内容を踏まえて

作成してください。 

  また、記載内容については、以下の順としてください。 

（１）法人の概要と業務実績 

   法人の概要について簡潔に記載してください。また、これまでに地方自

治体から本事業と同種の業務を請け負ったことがある場合には、その業務

実績について記載してください。なお、実績が複数ある場合は、全て記載

してください。 

※ 業務実績がある場合は、企画提案書とは別に、当該実績を証明する書類

（契約書及び仕様書の写し等）を提出してください。 

（２）提案 

次の各項目について、ご提案ください。 

  ア 事業の基本方針 

    本事業を行うにあたり、想定している対象者像と、支援を通じて目指

す姿を記載してください。また、本事業の引き継ぎなど含め２０２６年

（令和８年）４月１日までに円滑に事業が開始できるスケジュールにつ

いても記載してください。 

イ 事業の実施内容、方法 
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    家計改善支援、その他家計関連支援の各支援において、対象者の状態

に応じてどのような支援メニューを提供するか、その企画アイデアや実

施手法について具体的に記載してください。 

    また、貸付機関等、これまでの事業において相互に連携している機関

があり、本事業の実施にあたって対象者の支援のつなぎ先となり得る場

合には、当該機関の名称と、機関の事業内容についても記載してくださ

い。なお、自ら貸付業務を行っている場合には、本事業との利益相反を

防ぐための対応について、具体的に記載してください。 

ウ 職員体制 

    本事業において想定している、１月あたりの対象者数と、対象者１人

あたりの想定平均支援期間、支援に従事する人員の配置について記載し

てください。 

※ 他事業と兼務する場合には、兼務する事業の内容と、本業務への従事 

時間数を記載してください。 

※ 家計改善支援員については、消費生活専門相談員、ファイナンシャル 

プランナー、消費生活アドバイザー、消費生活コンサルタント、社会福祉士、

精神保健福祉士、行政書士、司法書士、社会保険労務士の資格を保有してい

る場合や、家計改善支援事業に関する国が実施する研修を受講している場合

には、資格や受講した研修の名称を記載してください。また、企画提案書と

一緒に資格証明書等を提出してください。 

  エ 窓口開設・支援実施時間 

    拠点の窓口開設時間について記載してください。 

[例] 

窓口開設時間  平日午前９時から午後５時まで 

支援実施時間  平日午前１０時から午後４時までの間で、対象者の支

援プランに応じた時間 

  オ 利用者のニーズの把握 

    本事業の利用に向けて効果的な周知方法による利用者増加に向けた工

夫について記載してください。また、利用者の意見を本事業に反映させ

る取り組みについて記載してください。 

カ その他 

    本要領に記載する事項以外の提案やアピールしたい点があれば、記載

してください。 

 

以上 


